
11.麻酔・全身管理 
Anesthesia and Intensive Care 

 

【１】期 間  2021. 5.24.―2021.5.28.  

【２】担当教員（◎は主責任者） 

   コース責任者 ◎齊藤洋司 （教授，麻酔科学、集中治療部） 

                佐倉伸一 （教授、手術部） 

   コース主任    今町憲貴 （准教授、麻酔科学） 

 

   担当講座：麻酔科学、手術部、集中治療部  

 

【３】一般目標［GIO（General Instructive Objective）］ 

   麻酔・全身管理に必要な基礎的知識および技能を習得する。 

    １）麻酔の意義，必要性について学ぶ。 

    ２）術前全身状態の評価に必要な知識を習得する。 

    ３）麻酔薬の薬理学的特徴を理解する。 

    ４）全身麻酔法の種類、特徴，適応について学ぶ。 

    ５）局所麻酔法の種類，特徴，適応について学ぶ。 

    ６）各科手術の麻酔法について学ぶ。 

    ７）術後鎮痛法について学ぶ。 

    ８）呼吸・循環管理を含めた急性期全身管理について学ぶ。 

 

【４】総合評価 

   試験、課題提出物、学習態度など総合的に評価します。詳細は「学習目標」の講義で説明

します。 

 

【５】参考図書（◎は学生が購入すべき図書,他は図書館に備えてあります） 

1) Gropper M ed. Miller’Anesthesia,9th Edition, Churchill Livingstone. 2019、 56165円  

◎２）稲田英一監訳、ＭＧＨ麻酔の手引き第６版，メディカル・サイエンス・インターナショナ

ル.2010，7,500 円 

３）高崎眞弓 他編，手術別麻酔クイックメモ，南江堂 

◎４）稲田英一 他編，標準麻酔科学第 7版，医学書院，2018、.5,616 円 

◎５） Pardo M (著), Ronald D. Miller RD (著)，Basics of Anesthesia, 7版, l Elsevier 2017,  

10564 円 

６）津崎晃一 編，MGHペインマネージメントの手引き，メディカル・サイエンス・イン 

   ターナショナル、7,800 円 

７）花岡一雄 他編，臨床麻酔科学全書 真興交易医書出版部 2002，73,000円 

８）高崎眞弓 他編 麻酔科トラブルシューティング A to Z 文光堂 15,750 円 

◎９）日本麻酔科学会編 周術期管理チームテキスト 2011 日本麻酔科学会 3,000円 

 

【６】局所解剖  なし 

 

https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&field-author=Manuel+Pardo+MD&search-alias=books-us&text=Manuel+Pardo+MD&sort=relevancerank
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_2?ie=UTF8&field-author=Ronald+D.+Miller+MD++MS&search-alias=books-us&text=Ronald+D.+Miller+MD++MS&sort=relevancerank


11.救急・集中治療 
Emergency and Critical Care Medicine 

 

【１】期 間  2021.5.28～2021.6.7 

 

【２】担当教員（◎は主責任者） 

  コース責任者 ◎齊藤洋司（教授，麻酔科学） 

          岩下義明（教授，救急医学） 

  コース主任   二階哲朗（准教授，集中治療部） 

  担当講座：麻酔科学，集中治療部，救急医学，脳神経外科学，整形外科学，小児科学，リ

ハビリテーション 

 

【３】一般目標［GIO（General Instructive Objective）］ 

  ○救急医療を理解するために，社会的なシステムと救急疾患の初期治療を学ぶ。 

   １．救急医療システム（プレホスピタルケアを含む）を説明できる。 

   ２．バイタルサインの重要性を説明でき，異常を認める場合，正常化させるプロセスを

立案できる。 

   ３．生命に危険を及ぼす部位の代表的な病変を列挙し，その治療法を説明できる。 

   ４．各種ショックの分類を理解し，診断と治療を立案できる。 

  ○集中治療管理の必要性を理解し，その基本的治療を学ぶ。 

   １．集中治療の適応について説明できる。 

   ２．集中治療管理における全身管理ついて説明できる。 

   ３．敗血症の病態を理解し治療戦略を述べることができる。 

４．呼吸不全・ARDSの定義を述べることができ、その診断・治療を記述できる。 

５. 酸素療法・人工呼吸管理の必要性、および具体的な方法について説明できる。 

 

【４】総合評価 

   その週の学習効果を筆記試験で評価する。なお、新型コロナウイルス感染症対策のフェ

ーズが上昇した場合は、オンライン課題レポートにて評価する。 

 

【５】参考図書（◎は購入推薦図書，他は図書館にも備えてあります） 

◎１．内科救急診療指針 2016 日本内科学会編 

◎２．標準救急医学．第 5版 日本救急医学会監修 医学書院．2014 年． 

◎３．集中治療専門医テキスト 第 3版 日本集中治療医学会 

４．日本版敗血症診療ガイドライン 2016 日本集中治療医学会、日本救急医学会合同 日本

版敗血症診療ガイドライン 2016作成特別委員会    

５．新呼吸療法テキスト ３学会（日本麻酔科学会 日本呼吸器学会 日本胸部外科学会）

合同 呼吸療法認定士認定委員会－編集 2012 

◎６．AHA心肺蘇生と救急心血管治療のためのガイドライン日本語版 AHA,Inc.2015 

 ７．Trauma,  David V Feliciano， Kenneth L Mattox､ Ernest E. Moore. McGraw-Hill 6th 

ed.（2007年） 

８．ARDS 診療ガイドライン 2016 日本集中治療医学会、日本呼吸療法医学会、日本呼吸器学

会 3学会・2 委員会合同 総合医学社  

９．救急・集中治療最新ガイドライン 2018-19  岡元和文  総合医学社 

10．JRC蘇生ガイドライン 2015 日本蘇生協議会 医学書院 

11. 日本版・集中治療室における成人重症患者に対する痛み・不穏・せん妄管理のための臨

床ガイドライン 日本集中治療医学会 J-PADガイドライン作成委員会 2014 

 

【６】局所解剖  なし 



11.Acute Care Surgery 
 

 

【１】期 間  2021.5.17～5.21 

 

【２】担当教員（◎は主責任者） 

  コース責任者 ◎渡部広明（教授, Acute Care Surgery 講座） 

  コース主任   比良英司（講師，高度外傷センター） 

  担当講座：Acute Care Surgery 講座 

 

【３】一般目標［GIO（General Instructive Objective）］ 

  ○Acute Care Surgery の専門性を理解し，治療戦略について説明できる 

   １． 外傷初期診療における Primary survey, Secondary survey を理解し説明できる 

   ２． ダメージコントロール戦略を理解し説明できる 

   ３． 多発外傷の治療戦略を立案できる 

   ４.  外傷外科手術の必要性を理解し説明できる 

   ５． 外傷治療における IVR の役割を理解する 

   ６． 災害医療と DMAT の役割について理解する 

   ７． 救急外科治療について理解し説明できる 

   ８． Acute Care Surgery における外科的集中治療の重要性を理解する 

   ９． Non-technical skill を理解する 

    １０．病院前診療について理解し説明できる。 

  

【４】総合評価 

   その週の学習効果を筆記試験で評価する。なお、新型コロナウイルス感染症対策のフェ

ーズが上昇した場合は、オンライン試験および課題レポートにて評価する。 

 

【５】参考図書（◎は購入推薦図書，他は図書館にも備えてあります） 

  ◎１． 外傷初期診療ガイドライン JATEC 改訂第６版．日本外傷学会， 

日本救急医学会監修．へるす出版．2021 

     ２． 外傷専門診療ガイドライン JETEC 改訂第 2版  

日本外傷学会監修．へるす出版．2018 

   ３． Trauma, Seventh Edition. Kenneth L Mattox､ Ernest E. Moore. McGraw-Hill. 

2012 

  ◎４． 標準救急医学．第 5版 日本救急医学会監修 医学書院.2013 

  ５． 外傷外科治療戦略（SSTT）コース公式テキストブック第2版 渡部広明，松岡哲也  

     へるす出版．2018 

  ６． JPTECガイドブック 改訂第２版．JPTEC協議会編著．へるす出版．2015 

７． 外傷外科手術スタンダード 日本 Acute Care Surgery学会編集．羊土社．2012 

８． DSTC外傷外科手術マニュアル 日本 Acute Care Surgery 学会， 

   日本外傷学会監訳．医学書院．2016 

   ９． 急性腹症診療ガイドライン 2015 急性腹症診療ガイドライン出版委員会． 

      医学書院．2015  

   １０.MIMMS大事故災害への医療対応 第３版 MIMMS 日本委員会．永井書店．2013 

   １１.DMAT標準テキスト 改訂第２版 日本集団災害医学会．へるす出版．2015 

 

【６】局所解剖  なし 


